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    現代における「瓜子姫」への認識 
     ―アンケート集計結果より見えるもの― 
藤井 倫明  
 
 
はじめに 
 
 「瓜子姫」にかかわらず、これからの昔話研究は「現代においてどのように語られてい
るか」ということを調べることがもっと重要視されるべきであると考える。 
昔話は庶民の間で語り継がれてきた文芸であり、民間で語られてこそ、その価値がある。
現代において「瓜子姫」が一般においてどのように語られているかを調べ、「瓜子姫」をは
じめ昔話という形の無い財産を未来へのこしていくにはどうするかということを考えるこ
とは非常に大切なことであると思われる。 
 
 このテーマにかんして考察するには、まずは現代において「瓜子姫」という昔話がどの
程度の知名度があり、どのような昔話として認識されているかということを調査する必要
があると考える。そのため、独自にアンケートを作成し、「瓜子姫」にかんしての調査を試
みた。 
2011 年の 10 月から 3 月の間に立正大学をはじめとして、東洋大学・国学院大学など都
内の大学を中心に、その学生にアンケートへの協力を依頼した。結果、200 を超えるデー
タを収集することができた。 
 
１．アンケートの設問とその意図 
 
アンケートには以下の設問が設けられている。設問とその意図を示す。（アンケートにかん
しては巻末図１参照のこと） 
 
年齢・性別・出身県 
設問の意図：このアンケートがどのような対象者を中心に行われたのかを確認する意図で
ある。 
 
Ｑ１ このアンケートははじめてですか？ 
 
設問の意図：授業ごとにアンケートを配布したため、重複してアンケートに答える回答者
が現れるのを防ぐことが目的である。 
 
Ｑ２ あなたは日本昔話「瓜子姫」をご存知ですか？（「瓜姫」なども含みます） 
 
設問の意図：「瓜子姫」の知名度を知るために最も根幹となる質問である。おなじ「知って
いる」にも差異があると考えたため、このような選択肢を設けた。 
  
Ｑ３ あなたが「瓜子姫」を知ったのはいつごろですか？ 
 
設問の意図：現在、現代ではどのくらいの年代に「瓜子姫」ひいては昔話に親しむ機会が
あるのか、ということを調査するために設けた項目である。  
 
Ｑ４ あなたが「瓜子姫」を知ったのはどのような媒体ですか？ 
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設問の意図：現代ではどのような媒体を通して「瓜子姫」ひいては昔話を知るのか、とい
うことを調査するために設けた項目である。 
 
Ｑ５ あなたの知っている「瓜子姫」で主人公の女の子の敵はなんでしたか？ できるだ
け詳しくお願いします。 
Ｑ６ あなたの知っている「瓜子姫」で主人公の女の子はどのような酷い目にあわされま
したか？ できるだけ詳しくお願いします。 
Ｑ７ あなたの知っている「瓜子姫」では、敵は最終的にどうなりましたか？ できるだ
け詳しくお願いします。 
 
設問の意図：「瓜子姫」は多様な話型を持つ昔話である。そのため、どの型がよく知られて
いるか、またはどの型がよく印象にのこるのか、ということを調査するために設けた項目
である。また、Ｑ２において「１．内容までよく知っている」「２．内容をなんとなく知っ
ている」を選択したばあいでも、記憶が正確でないばあい、漫画などで著しく脚色された
ものを語り継がれた昔話であると誤解しているばあいなどがあると考えられるため、どれ
だけ正確に話を覚えているかということを確認するための意味もこの項目には含まれてい
る。 
  
Ｑ８ あなたの知っている「日本の昔話」をできるだけ多く書いてください。書ききれな
いばあいは裏面も使用可です。 
 
設問の意図：「瓜子姫」以外の昔話をどのくらい知っているか、また現在どの昔話が多く知
られているかということを確認するために設けた設問である。また、「どのようなものを昔
話というのか」という質問があがったとき、あえて答えなかった。「どのようなものを昔話
として認識しているか」ということを調査するための意図もあるからである。 
 
２．アンケート結果とその分析 
  
年齢・性別・出身県 
 都内の大学生が中心であるため、関東甲信越出身者が多く年齢層は十代後半から二十代
前半が多いという偏りはあるが、現代における「瓜子姫」の状況を知るひとつの目安とし
て信頼のおけるデータであると考える（巻末図２ アンケート結果１参照）。 
 
 まず、「瓜子姫」の現在における知名度にかんして分析する（巻末図３ アンケート結果
２参照）。 
 Ｑ２の結果では、「タイトルだけ知っている」という回答も「知っている」に含め「知っ
ている」と回答したのは全体の三割弱であった。Ｑ８のような自由回答の形式ではなく、
「瓜子姫」というタイトルを明記しての質問であるため、この割合は低いと見るべきであ
ると考える。 
さらに、Ｑ５～Ｑ７の回答を調査すると、「１．内容までよく知っている」「２．内容を
なんとなく知っている」と回答した回答者でも内容を正確に理解していないばあいが多い
と考えられる。 
正確に理解していないと考えられる例として以下のような回答があげられる。 
 
・猿にさらわれ育てられた（Ｑ６に対して） 
・瓜の中に閉じ込められる（Ｑ６に対して） 
・覚えていない（Ｑ７に対して） 
・ゆるされた（Ｑ７にたいして） 
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「猿にさらわれ育てられた」「瓜の中に閉じ込められる」といった展開をとる「瓜子姫」
は、民間で採取された類話にはほぼ存在せず、漫画や絵本などで著しく改変されたもので
ある可能性が高い。これをもって「瓜子姫」を知っている、と規定するには少々問題があ
ると思われる。このような信用のおけない回答を整理すると、「瓜子姫」をだいたい正確に
知っていると考えて差し支えない回答者は全体の一割を切ることになる。これは、決して
高い数字とは言えないと思われる。日本列島に非常に広く伝播し、採話数も非常に多いと
いうことを考えれば、その割には現代において「瓜子姫」はあまり知られていない昔話で
あると言うことができる。ただ、「瓜子姫」と同様に伝播地域・採話地の多い「蛇女房」「猿
婿入り」などに比べれば知名度はそれなりにあるものと思われる（Ｑ８の回答で、これら
は回答者１０人に満たなかった。巻末図 6 参照）ため、「無名ではないが、有名とも言い難
い」という状況であるの見るのがもっとも妥当であると考える。 
  
次に、Ｑ３・Ｑ４の結果をもとに「「瓜子姫」をどのように知ったのか」、ということに
かんして分析する（巻末図４アンケート結果３・巻末図５アンケート結果４参照）。 
Ｑ３・Ｑ４の回答を総合すると、「瓜子姫」を知ったのは「小学校卒業まで」であり、知
った媒体は「書籍」であることが最も多い、という結果になる。 
また、唯一、「語り」で「瓜子姫」を知ったという回答者に話を聞く機会を得たが、その
「語り」というのは、話者が本を読んで覚えたものを聞かせた、ということであった。こ
れは書籍の読み聞かせとほぼおなじであり、事実上書籍で知ったということである。伝統
的な「口伝で話を覚えた語り部から口頭で」聞いて覚えた、という回答者はひとりもいな
かった。 
回答者は都市部出身であることが多いということも考えられるが、それを差し引いても、
現代、「瓜子姫」さらにいえば昔話を知る機会は伝統的な口伝ではなく書籍によるものであ
ることがほとんど、ということができるのである。 
また、「幼少期に絵本で知った」という回答が多いということは、現在では「瓜子姫」ひ
いては昔話が「小さい子供の読むもの」であるとして認識されている、ということを示す
データであるとも言える。 
  
 次に、Ｑ５～Ｑ７までの結果をもとに「瓜子姫」がどのような話として認識されている
のか、ということを分析する。 
興味深いことに、「瓜子姫」を知った媒体が「絵本」であると答えながらも、Ｑ６におい
て「瓜子姫が殺害された」という回答をした回答者が半数近くいた。それも、「皮をはがさ
れた」など残虐な殺され方あげた回答者も存在した。 
「瓜子姫」は大きく分けて姫が殺害される「死亡型」と無事に助けられる「生存型」が
存在するが、絵本で「死亡型」を採用している例は少なく、採用したとしても残虐な殺さ
れ方は描写しない。それにもかかわらず、そういう回答をした回答者が多いということは、
初めて「瓜子姫」を知ったのは絵本であるが、現時点での「瓜子姫」のイメージを確定さ
せたのは別の媒体によるものと考えるべきと思われる。 
また、Ｑ７の外敵（Ｑ５によるとほとんどの回答者が瓜子姫の外敵はアマノジャクと認
識している）も、絵本では殺されずに懲らしめられるだけですむばあいが多いが、「外敵は
殺害される」と解答をした回答者も多く、これも絵本以外の媒体によるイメージであると
考えられる。 
これらの現代では残酷と思われる描写は、絵本よりも高学年の児童を対象とした児童書
や、おとな向けの昔話集などで取り上げられることが多い。そのため、死亡型に触れる機
会は、幼少期よりも年齢があがった段階である可能性が高い。 
「瓜子姫」を知ったのは幼児期に絵本（生存型）であるとしても、後々まで心に残るの
は、後に知った「死亡型」であるということになる。これは、主人公が無事に助けられる
という型よりも、主人公が無残に殺されるという型のほうが、インパクトが強いため、絵
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本での生存型よりも印象に残りやすいからであると思われる。アマノジャクの末路も同様
の理由で、殺害されるほうが印象に残りやすいからであると考えられる。 
これらのことから、「瓜子姫」という昔話は現代では「主人公が殺害され、外敵も復讐で
惨殺される怖い話・残酷な話」として認識されやるいのではないかと考える。 
  
 最後に、Ｑ８の回等をもとに他の昔話の状況を確認してみたい（巻末図６ アンケート
結果５参照）。 
Ｑ８の結果より、「桃太郎」「浦島太郎」「かぐや姫」の三つが圧倒的な知名度を持つ事が
確認できた。この三者は児童書での発行数も非常に多く現代における三大昔話ということ
も可能である。ただ、「かぐや姫」は古典文学『竹取物語』で有名なのであり、「桃太郎」
「浦島太郎」も近世以降の出版によって広まったと考えられる。そのため、「口で伝えられ
た口承文芸としての昔話」というものとはかけ離れた存在であるとも言えるのである。 
 ４位以降も知名度の高い昔話が並ぶ。これらは児童書として多く出版されているものが
多い。出版文化と昔話との密接なつながりがここでも確認できる。 
 その他、気になる点をいくつかあげる。 
 イソップ寓話「うさぎとかめ」、アンデルセン童話「親指姫」、浜田広介の童話「泣いた
赤鬼」を日本の昔話として回答している者が五分～一割ほど存在した。「うさぎとかめ」「親
指姫」は質問文の「日本の昔話」という箇所をよく読んでいなかったとも考えられるが、
海外の昔話や童話が非常に身近になっていることを示すデータと見ることも可能である。
「泣いた赤鬼」は、「昔話風の創作童話」が昔話と認識されつつある現状を示すデータと取
ることもできる。また、偉大な童話作家である浜田広介の名が忘れられているということ
を示すデータであるとも考えられるのである。 
また、Ｑ２の回答とＱ８で回答した昔話の数の相関にかんしてのデータも抽出してみた
（巻末図７ アンケート結果６参）。 
「瓜子姫」を知っていると回答した者ほど多くの昔話を回答している割合が高い傾向にあ
るのではないかと考えられる。昔話に興味を持っている者ほど「瓜子姫」を詳しく知って
いる可能性も想定できるのである。 
 
おわりに 
  
 今回のアンケートにて、現代における「瓜子姫」の状況の一端を確認することができた。 
 「瓜子姫」は全国的に多くの採話例があるにもかかわらず、現代での知名度は決して高
いとは言えない。 
 これは、現代の昔話が多く児童向けの絵本で流布しているということが大きいと思われ
る。「瓜子姫」は、「生存型」にしても「女の子が着物を奪われて木に縛りつけられる」と
いう現代では子供にふさわしくないと考えられるような描写が存在する。絵にはしづらい
内容であると言える。また、絵本ではアマノジャクは大柄な男か、または小さな男の子と
して絵にされることが多いが、それらは姫と外見が全く異なり、「姫と入れ替わる」という
描写が「なぜ、だれも偽物だということに気付かないのか」という不自然さが生じてしま
う。ビジュアル表現のない語りでは全く問題はないが、絵にすることが非常に難しい場面
である。また、「例えば「桃太郎」のような「一見役に立たなさそうな仲間を引き連れて悪
と戦う」場面、「かぐや姫」では「月への帰還」といったビジュアル化に向いた場面が存在
するが、「瓜子姫」は全体的に見て、ビジュアル的な魅力の少ない昔話であると言える。こ
れらの理由から、瓜子姫は絵本に向かない昔話であると言え、実際に絵本の数は多くはな
い。 
 それ以外にも「ウリ」という作物が現代では一般的でなくなったこと、外敵である「ア
マノジャク」という妖怪のイメージがしにくいこと、主人公である姫に個性がとぼしく地
味な存在であることなどが、現代ではあまり好まれない理由としてあげられると思われる。 
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長い間伝えられてきたこの昔話がこのまま消えてしまうことは大変残念であると思うので、
今後はこの昔話をどのようにしてもっと多くのひとに知ってもらうか、ということを考え
てみたいと思う。 
 
図表 
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（ふじい みちあき・博士課程二年） 
